
               

外部講師 カンファレンス
テーマ
「行動制限最小化にむけた
取組について考える」

前回入院した時と現在の症
状の比較。今回隔離に至っ
た経緯と現在の状況、対応
状況などを情報共有し今後
退院に向けどの様に段階を
踏んでいくかを話し合いま
した。患者さんが望んでい
ることに焦点を当てながら
環境を変えるタイミングを
いつにするのか、そこに向
けて何を取り組んでいくか
など、当該病棟以外のス
タッフからの意見も聞きな
がら約1時間ほどカンファレ
ンスをしました。講師の笹
原さんからは病院の仕組み
やルール、文化が垣間見え、
とても素晴らしいと思いま
した。カンファレンスを充実
させないと患者さんの思い
には近づけないため、これ
からも続けて欲しい。とコメ
ントを頂いています。

農園芸活動（デイケア）

デイケア の農園芸の活動(いこいプロ
グラム）でジャガイモを育てました。
ジャガイモを観察し、大事に育てて立派
なジャガイモが出来ました。 食べごろ
の時期に作ったジャガイモで何を食べ
たいか話し合いました。話しあった結果
蒸したジャガイモをバターやソースなど
好みの味付けで食べました。

看護部 部長より
看護Wgを立ち上げて早4年。精
神看護、キャリア、倫理、教育、記録、
CVPPP、リスク、看護補助・・等、
多くのスタッフと向き合う時間を
経て、看護方針である「温もりのあ
る看護、信頼される看護」について
考える機会を得ました。特に故堤
啓名誉院長からご教授頂いた精神
看護Wgでの学びは大きく、患者さ
んの生育歴の理解や一人の人とし
て尊重すること、患者さんを受け
入れて初めて患者さんにも受け入
れて頂けることや、病院理念に通
じる「患者さんとともに」歩む過程
の中で私たちが成長させてもらっ
ているということに改めて気づか
されました。大切なことは患者さん
とともにあること。患者さんと向き
合い、自律を支援できる揺るぎの
ない患者さんへの愛情と理解だと
思います。現場では、理想と現実と
で様々な葛藤がありますが、せい
わのこころを保ちながら前に進ん
で参ります。

看護実践において重要なことは、
経験年数ではなく受けてきた教育
の質であると言われています。看
護で得られる信頼は、日々の関わ
りの中、患者さんの人生に寄り添
い、患者さんの歩幅でともに成長
できる支援にあると思っています
ので、そう思える感性豊かな後輩
を育てていきたいと思います。こ
れまでのご縁で、太宰府病院や肥
前精神医療センター、嬉野医療セ
ンター等・・・から素晴らしい認定看
護師さんを講師として招く事が出
来ています。実践の場に院外から
の沢山の視点を反映して頂く機会
を得、これからも患者さんを中心
に考えることができるチームとし
て成長し続けていきたいと思いま
す。
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行動制限最小化認定看護師
笹原智美さん
肥前精神科医療センター
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当院では、明るく開放的な病院を目指
しています。地域の皆様に取組を知っ
て頂き、安心感や親しみを感じていた
だければという思いで広報活動に取り
組んでいます。

受診・入院などのご相談
地域連携室直通：092-332-7573

〒819-1129 福岡県糸島市篠原西1丁目14番1号
受付：092-322-3261

ゆうあい４号館 OPEN

「女性専用」グループホーム開所致しまし
た。みなかぜ病院（精神科・心療内科）に
隣接し、徒歩１分圏内。精神科の医療的
ケアを受けることができます。
その他の特徴として、医療支援体制とし
て、デイ・ナイトケア、訪問看護の利用可
能。看護師常駐として、看護師による健
康チェック。地域生活支援として、相談
支援事業所「みなかぜ」も併設しており、
いろいろな困り感に対応できる体制を
整えております。
詳しくは ⇓

ゆうあい直通：092-322-3263

相談支援事業所みなかぜ開所

医療法人 精神科が運営する相談支援
事業所が2月に開所致しました。
障がいのある方のご自身に適した障い
福祉サービスのご利用について、 ご本
人様 ・ ご家族様と一緒に考え、計画を
作成します。みなかぜ病院内で運営して
いるため医療と連携した専門性・安心の
おけるサポート体制で運営しています。
ご連絡は ⇓

相談支援直通：092-332-7650

児童分野、
生活困窮者の
生活扶助・共同
生活援助、A型
事業所・相談支
援事業・医療マ
サージ等経験
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桜の花香るおいなりさん
院内で育てたスナップエ
ンドウを使って創作 ♪

「さくらあんプリン」生クリームに、さくらフレーク,
ピスタチオをトッピング、ベースは羊羹。いろんな
味わいと、食感を春の気分で愉しむ一品 ♪

お花見食（リクエストに応えて創作）

「さくらもち」桜の葉でつ
つんだ、桜にちなんだ伝
統的な和菓子をご用意♪
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